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　島津氏は豊臣秀吉による九州征討によりその軍
門に下りますが、秀吉により薩摩国・大隅国・日向
国諸県郡を領地として安堵され、その後284年
間にわたりこの地を支配することとなります。島
津氏は領国を外城に分割し、そこへ半農の武士で
ある郷士を置き、麓と呼ばれる集落に居住させま
した。外城は天明４年（1784）に郷に改められ、
えびの市域には飯野、加久藤、馬関田、吉田の各郷
を設置。農民は薩摩藩独自の土地制度である門割
制度の支配下に。また、交通の要衝であった当地
には、球磨郡に通じる肥後街道に球磨口番所（榎田
関）が置かれました。
　明治維新による版籍奉還・廃藩置県により薩摩
藩が消滅すると、えびの市域は都城県に属します
が、やがて都城県は廃止され宮崎県に。その後、鹿
児島県に併合後、再置され現在の宮崎県に至りま
す。えびの市域も明治初期に名称の変更と合併を
重ね、明治22年には飯野村・加久藤村・真幸村と
なりますが後に町制を施行。廃藩置県後に起きた
西南の役では薩軍と官軍の激戦地となりました。
　第二次世界大戦後、昭和41年には飯野町・加久
藤町・真幸町が合併しえびの町となり、昭和45年
には市制を施行し現在に至ります。

川内川上流の眼鏡橋
木材運搬のトロッコ軌道用に昭和３年に
建設された石造りの三連アーチ橋。橋長
58.2m、橋高17.2m、県内最大規模の
石橋で国登録有形文化財。

■木崎原古戦場跡

■三徳院

■白鳥神社

■大戸諏訪神社絵巻物

■長善寺住職墓石群

　えびの市の歴史は、人類が狩猟を主として暮ら
していた旧石器時代にさかのぼります。小林市と
の境にある八幡丘遺跡からはナイフ型石器が発見
されており、熊本県境にある桑ノ木津留地区は、石
器の材料となる黒曜石の産地として知られていま
す。他にも市内では縄文時代早期の土器や調理の
こん跡である集石遺構が数多く発見されており、
このころから多くの人々が居住していたことがう
かがえます。桑田遺跡では、イネ科植物が枯死し
た後も土壌中に化石として残る「プラントオパー
ル」を検出、縄文時代晩期には稲作が始まった可能
性があるとみられています。古墳時代に市内各地
で造られたと思われる、地下式横穴墓や板石積石
室墓は南九州独特の
墓制で、島内地下式
横穴墓群や小木原地
下式横穴墓群はその
代表的なものとして
知られています。
　大化の改新以後、律令国家の成立に伴い全国は
国・郡・里に分けられ、現在のえびの市域は日向国
諸県郡に属しました。全国各地は官道で結ばれ、
それぞれの地方には中央政府との連絡のため駅家
を設置。えびの市域にも真斫駅が置かれました。

古代寺院である法光寺が建立されたのもこの時期
で、比定地からは瓦片が発見されています。
　奈良時代中期に墾田永年私財法の制定によっ
て、律令国家の基礎である公地公民制度が崩壊す
ると、私領である荘園の開発が全国で進められ、南
九州には日本最大の荘園である島津荘が成立。え
びの市域は島津荘の寄郡である真幸院に属しま
す。永暦元年、そこに院司として任じられたのが
日下部重貞。後に鎌倉幕府の執権北条氏と交誼を
結び真幸院の実権を握りますが、幕府の滅亡とと
もに衰退。その後、畠山忠顕が一時期を支配しま
すが、康永４年に肝付氏氏族である北原兼幸が真
幸院司として任じられた後は、北原氏による支配
が続きました。
　応仁の乱を境に、室町幕府の権威が失墜し戦乱
の世となると、南九州では島津氏と伊東氏がその
覇権をかけて対立。衰退した北原氏は島津貴久の
支配下に入り、真幸院の拠点であった飯野城には
貴久の次男である島津義弘が入城します。そして
迎えた元亀３年５月に木崎原の合戦がぼっ発。こ
の戦で、極めて劣勢であった島津義弘の軍勢は、義
弘の巧みな軍略により伊東軍を撃破して勝利を収
め、その後各地に進出して九州のほぼ全域を支配
下に治めました。
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時の流れを縦糸に　豊かな自然を横糸に
歴史が織りなす　ふるさと模様

ふるさとに伝わる
　　 あんな話し、こんな話し
寛幸さん：田の神さあというのは、神さまの中で唯一た

たらないと云われている神さまなんです。私
たちが子どものころはこの上に乗ったり頭を
叩いたりして遊んだもんです。親たちが供え
物を持っていくと子どもたちがその後をつい
て行って、お供えしてあるものを取ってまし
たよ。小銭やお菓子なんかをね。今の子たち
はそんなことはしないようですね。

さえこさん：実家にも田の神さあがありましたが、母親
がおだんごをあげるのが楽しみでしたねぇ。

寛幸さん：今でも大事にされている田の神さあがたくさ
んあります。京町共立病院の近くにある田の
神さあには、患者さんたちが散歩されるとき、
お花を供えてお参りされているんですよ。� 市田寛幸・さえこさんご夫妻
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■フレッシュシステム

■グリーンパークえびの

種を交えた企業等の産業交流会を開催し、新たな
起業発掘の環境を整えています。
　まちづくりの基本である人づくりは、その原点
を生涯学習と位置づけ、学校教育、社会教育、市民
スポーツの充実を図っています。さまざまな学習
情報の提供や学習機会の拡充に努め、出前講座や
ふるさと教育、文化活動が充実しています。
　また、いつでも、だれでもスポーツに親しめる総
合型地域スポーツクラブは、真幸地区、飯野地区に
引き続き、加久藤地区でも活動が開始され、市民の
健康増進と体力の向上が図られています。
　このように、人と自然、資源が豊かなえびの市で
は、市民・企業・行政が協働して生きがいと豊かさ
が実感できるまち、個性的で活気あふれる魅力あ
るまちづくりに取り組んでいます。

■えびのインターチェンジ

■福山通運

■ループ橋

■プラッセだいわ

　本市は、県内で唯一西に流れる川内川の最上流
部に位置しています。その川内川は美しい水をた
たえ、肥よくな大地を形成し、その恵みにより、え
びの市民は古くからおいしい米づくりを行ってき
ました。えびの産米は、現在では、質・量ともに県
内最高峰を誇っています。
　戦国時代は、激しい領地争いの戦場になったこ
ともありますが、その文化が地域に根付き、今でも
市内には地域ごとに兵児踊りや輪太鼓踊りなどの
伝統芸能が地域の人たちによって継承されていま
す。また、米づくりの営みによって、豊作への願い
を込めて、市内各地で田の神さあがまつられてい
ます。その数は、確認されているだけでも140体
あります。
　一方、日本で最初の国立公園「霧島屋久国立公
園」の一部であるえびの高原は、世界でここにしか
自生していない国指定天然記念物の「ノカイドウ」
など、その雄大な自然が四季折々に美しく変化し、
私たちを癒しの空間へと導きます。その癒しの空
間の中で温泉につかるというぜい沢ができるの
も、本市ならではの過ごし方です。えびの高原を
はじめ、白鳥温泉など、市内には数多くの温泉が湧
出していますが、市内西部の京町地区には、県内随
一の温泉郷「京町温泉郷」があります。

　これらの景観が美しく融合したその風景が、今、
注目を浴びています。ＪＲ肥薩線から展望する霧
島連山を背景に広がるえびのの田園風景のパノラ
マは日本三大車窓の一つです。
　この美しい風景はドライブでもたん能できま
す。九州自動車道を福岡から南に２時間半ほど、
熊本からでも１時間ほど走って加久藤トンネルを
抜けると一気に目の前に美しい風景が広がりま
す。少し先には高速道路の分岐点「えびのジャン
クション」があり、宮崎市、鹿児島市へそれぞれ１
時間程度での移動が可能です。また、鹿児島空港
には25分程度での移動が可能で、非常に交通の
便利な場所に位置しています。
　このような豊かな自然環境や便利な交通網とい
う利点から、南九州コカ・コーラボトリング株式会
社や、果物の追熟・加工を行う株式会社フレッシュ
システムが進出するなど、今後も、新たな企業の進
出が期待されています。
　南九州コカ・コーラボトリング株式会社の関連
企業が操業後、「グリーンパークえびの」がオープ
ン。市民・企業・行政が協働してイベントを行うな
ど、本市の中核企業、観光拠点としての波及効果を
最大限に活用しています。また、企業誘致や市内
既存企業の振興を図るために、企業訪問や異種業
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優しさを基調に　鮮やかな配色で
時代を映し出す　ふるさとの現

い ま

在

ふるさとにまつわる
　　 あんな話し、こんな話し
隆文さん：自分が子どものころは国道268号沿いも田んぼば

かり。昔は車もそんなに多くなかったし。
巳華さん：私が嫁いできたのが10年前だけど、今とはあまり

変わらないかな。お店も随分できてたし。
隆文さん：高速道路が開通してからだろうね、いろんな店舗

ができて、車も増えたのは。企業が来てくれると
みんな足を運んでくれる。えびのはアクセスがい
いよね。うちの店の駐車場を見てもわかるけど車
のナンバーは鹿児島、宮崎、熊本とさまざま。だ
から店に置いてる焼酎も芋、麦、米とさまざまだし。

巳華さん：でもなにより、えびのには自然がいっぱいあって、
子どもたちにとっていい環境だなと思う。ここに
住んで、いつも一緒に仕事ができて、今はほんと
に楽しいね。

小園隆文さん・巳華さんご夫妻



ふるさとのこどもたちの
　　あんな思い、こんな願い
　　（飯野小学校のちびっこ宣言）
・やさしい人になりたい。
・苦手な勉強をなくし何でも
　完ぺきにしよう。
・友達を毎日大切にして
　みんなとなかよくすごす。
・一年間健康で一日も休まず、
　給食を残さず食べたい。
・人に親切にする。
・さか上がりが出来るようになりたい。
・手洗いうがいをしっかりする。
・友達とけんかをしない。
・足かけ回りが出来るようになりたい。
・人にやさしくしてみんなと楽しくすごす。� �

なってまちづくりを進めていくことも必要となっ
てきます。本市に住む人が、働き、学び、自然や歴
史、文化を守り育て、憩い楽しみ、生きがいと豊か
さを感じ、住んで「本当にいいまち」と実感できる
こと、さらに、本市を訪れる人々が、豊かな自然、温
かい心にふれることができ、「またえびのに来た
い」「えびのに住みたい」と思ってもらえるよう、観
光資源や特産品をはじめとするえびのの魅力を全
国に発信していきます。
　市制施行以来掲げてきた「田園観光都市」と、こ
れまで市民と行政が一体となって取り組んできた
テーマである「住みたいまちをめざして〜田の神
文化に花咲くえびの市〜」を継承しながら、「人と
自然が“ほっとな”えびの〜活力・ぬくもり・癒しの
まち〜」の実現に向けたまちづくりを進めます。

■地域交流イベント

■国際交流センター

■世代間交流

■高齢者スポーツイベント

■国際交流フェスタ

自由なタッチで　のびやかなラインで
子どもたちが描き出す　ふるさとの未来

　霧島屋久国立公園の北端、九州山脈の南部に位
置する本市は、えびの高原や矢岳高原等の山地・
丘陵地により盆地を形成し、中心部には水豊かな
川内川の恵みを受けた肥よくな田園平野を有して
います。これらの豊かな自然環境は、えびの市の
宝であり、長く後世に残していかなければなりませ
ん。そのためにも環境にやさしい施策を進めてい
ます。
　また、九州縦貫自動車道を中心とする交通網の
整備・発達によって、本市は南九州の各拠点を結
ぶ中心都市として位置づけられ、人や物が行き交
う「交流拠点」と
な っ て い ま す。
この優位性を最
大限に発揮する
ことで、新たな企
業の立地の期待
がさらに高まってきます。余暇時間の増大や自然
志向の時代にあり、発達した交通網は県内外から
多くの観光客を呼び込み、豊かな自然環境を人々
に提供する可能性をもたらしています。
　しかし一方では、若者を中心とした人口流出と、
宮崎県の平均を上回る高齢化率など、少子・高齢社

会の進行による地域活力の衰退や基幹産業である
農業の後継者不足、農畜産物の輸入自由化等によ
る競争激化など、本市を取り巻く環境は、これから
のまちづくりに深厚な問題を投げかけています。
　このような時代の流れを踏まえて、21世紀に
ふさわしい活気あふれる魅力あるまちを築くため
にも、地域の特性を生かした個性豊かなまちづく
りを進めていく必要があります。そのためには、
地域の持つさまざまな資源を有効に活用し、独自
性を発揮するとともに、近隣市町との連携を図る
ことも必要です。
　また、真に豊かな生活を送ることができるよう、
生涯学習や社会参加活動の充実、男女共同参画社
会の形成、国際交流促進による異文化交流等を積
極的に進め、「人づくり」に取り組んでいくことも
必要です。本市も高齢社会となっていますが、本
市の高齢者は元気な人たちが多く、その一つひと
つの笑顔はきらりと輝いています。これからも高
齢者の皆さんに、住み慣れたこのえびので、いつま
でも元気で生き生きとした生活を送ってもらえる
ような取り組みを進めていきます。
　今後は「市民は何をすべきか、行政は何をすべ
きか」、市民と行政がその役割を明確にし、一緒に
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夏

春
新しい季節の訪れを喜ぶ
花たちの優美な饗宴。

上：クルソン峡　クルソンとはお釈迦様になる前の仏陀の名。山伏たちの修験の
場であった峡谷は隠れた避暑地としても知られています。

左：弁財天池　　霧島山系の湧水が清らかな美しさをたたえる湧水池。市内には
計４つの湧水池があり、えびのの豊かな田園を潤しています。

下：川内川　　　えびの市内を北東から西へ貫流する雄大な流れ。山女魚や鮎漁
が解禁になると宮崎県内外から多くの釣り客たちが訪れます。

11

ノリウツギ
白い花弁のような装飾花と房状の両
生花をつけるアジサイの仲間。 コバギボウシ

霧島山の日当たりの良い湿
地に多く自生。紫色の清楚
な花が印象的。

ツチアケビ
ラン科の腐生植物で秋には
アケビのような紅色の小さ
な実をつける。

ネジキ
その名の通りねじれた幹に白く小さ
な釣鐘状の花を一列に咲かせる。

【高原に咲く　夏の花】

（写真提供：えびのエコミュージアムセンター）

自然が魅せる 

喜 怒 哀 楽 

エビネ
ラン科の多年生草本。かつ
ては霧島山の照葉樹林内に
咲き乱れていた。えびの市の
花として昭和53年に制定。

ノカイドウ
世界中でもえびの高原とその周辺の
みにしか自生しない稀少植物。

10

ハルリンドウ
草丈はわずか10cm程度。えびの高
原のつつじヶ丘に多く自生する。

上：えびの高原
韓国岳の裾野に広がるつつじヶ丘
は、霧島屋久国立公園内でも指折り
のミヤマキリシマの群生地です。

下：八幡丘公園
えびの市の東、飯野地区にある桜の
名所。美しい花のトンネルが訪れる
見物客を出迎えます。

四季彩百景

ミヤマキリシマ
霧島一帯に自生し春から初夏にかけ
て紫紅色の花を咲かせる。

【高原に咲く　春の花】

（写真提供：えびのエコミュージアムセンター）
※エビネは除く



シジュウカラ
白、黒、灰色のコントラストが印象
的な鳥。年間を通してよく見られる。
（写真提供：古江之人氏）

ヤマガラ
名の由来は腹の羽色の山吹色より。
堅い木の実を割って食べるのが得意。
（写真提供：古江之人氏）

ブッポウソウ
存在感のある青い羽根と赤
いくちばし。「ゲッゲッ」
という鳴き声も特徴的。
（写真提供：古江之人氏）

コゲラ
キツツキの仲間で体長は15cmほ
ど。黒茶色の羽根に白いはん点模様
が美しい。（写真提供：久松由正氏）

白鳥神社の楓
道行くものの足を止める鮮
やかな色。境内も美しい秋
の彩りで染まる。

えびの高原の霧島赤松
赤褐色の樹皮と常緑の針葉、美しい
天然林はえびののシンボルツリー。
えびの市の木として昭和53年に制定。

散策路の杉巨木
触手を伸ばす様に枝を広
げ、そびえる巨木は五百数
十歳を数える老樹。

飯野の大銀杏
県指定文化財で推定樹齢は
500年。眩しい黄金色が晩
秋の飯野に映える。

上：韓国岳（からくにだけ）
標高1700mを誇る霧島連山の最高峰。晴天の
日は遠く韓国まで見渡せるといわれ、雪を冠し
たその雄姿も格別の美しさがあります。
右：白鳥温泉／下湯
えびの高原に向かう途中にあり、与謝野寛・晶子
夫妻らも訪れた歴史ある温泉です。上湯には西
郷隆盛も訪れています。
左：アイススケート場
韓国岳の麓で大自然を感じながら滑る醍醐味は
この時期ならでは。えびの高原の冬のおすすめ
スポットとなっています。

冬
将
軍
の
怒
り
に
触
れ
て

荒
涼
と
色
を
落
と
す
大
地
。

冬
上：コスモス畑
ループ橋がかかる加久藤峠を背に白や
ピンクのコスモスが咲き乱れるグリー
ンパークえびの。えびの高原と並ぶ花
の名所としてもおなじみ。
下：えびの高原
辺り一面えび色に染まる高原のすすき
が原。えびのを象徴する風景でもあり
地名の由来とも伝えられています。

え
び
色
に
染
ま
る
高
原
か
ら

風
が
運
ぶ
憂
い
の
季
節
。
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【森を飛び交う　野鳥たち】

喜 怒 哀 楽 
自然が魅せる 

四季彩百景 【えびのを彩る　秋の樹木】



高さ50センチの丸太越えに牛たちが果敢に挑む伝統行事。
西川北地区の菅原神社で開催される全国でも珍しいこの神事
は、400年の歴史をもち宮崎県の無形民俗文化財にも指定さ
れています。

■ 牛越祭

直径120センチもある大太鼓
を抱えて勇壮に踊る、通称「ウ
バッチョ（大ばち）踊り」。400
年以上の歴史があり西長江浦の
南方神社大祭で奉納されます。
神社の旧称が諏訪神社であるこ
とから地元では「おすわさあま
つり」の名で親しまれています。

■ 大太鼓踊り

家畜の無病息災と家内安全を祈願し市内
各所の観音堂で行われる伝統行事。古く
から牛馬の飼育が盛んだった本市では馬
頭観音はその守り神とされ、えびの高原
の六観音御池にある馬頭観音が起源であ
ると伝えられています。

■ 馬頭観音祭

市内を流れる川内川河川敷で開催さ
れる夏の風物詩。会場にはさまざま
な出店が立ち並び、園児たちによる
子どもみこしや踊りの披露が祭りを
盛り上げ、フィナーレには約8000
発の花火が夏の夜空を彩ります。

■ 京町温泉夏祭り

春

毎年三月の初卯の日に行われる五穀豊穣
を願う祭礼。香取神社の祭神である女神
様が天宮神社の天宮様を出迎えに行き、
香取神社で年に一度の再会を果たすと伝
えられ、木牛による農耕の打植神事など
が行われます。

■ えびの京町温泉マラソン大会
京町温泉周辺のコースを競い合うマラソン
大会。霧島連山や川内川を眺めながら爽や
かな汗を流した後は心地よい温泉が待って
います。

■ 打植祭

霧島連山の最高峰として知られる
名峰韓国岳。本格的な登山シーズ
ンを迎え、多くの登山客らが山の
安全を祈願します。

■ 韓国岳山開き

小高い丘の上の公園は市内随一の
桜の名所。650本を数えるソメ
イヨシノやオオシマザクラが開花
する３月下旬から４月上旬、日没
と同時に園内のぼんぼりに灯され
た明かりが、満開の桜を艶やかに
照らし出します。

■ 八幡丘公園夜桜ライトアップ
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冬

青竹を燃やしながら一年の無病息災を祈願する正月行事。一般的に
いう、どんど焼きのことで、竹で組んだやぐらに火を放ち門松や注連
縄と一緒に生竹をくべ、炎にはじける音で厄を払います。焼いた竹
を木戸口に立て掛けておくと魔よけになると伝えられています。

■ 竹はしらかし

厄年を迎える男女が厄払いに行う
ユニークな伝統行事。奇抜な化粧
や衣装で変装し、グループとなっ
て友人・親類宅を訪れ歌や踊りで
騒ぎ立てて厄を払い、無病息災や
家内安全を祈願します。かつては
訪問先の家々でお礼に餅を出して
いたことが名の由来です。

■ 餅勧進

飯野地区の商店街を会場に
開催される春恒例の植木
市。庭木や花苗、盆栽など
の販売店や数々の露店など
100店以上もの店がずらり
と並び、県内外からの買い
物客らでにぎわいます。

■ 飯野植木市

厳冬の二月に開催される南九州最大の買い物市。京町温泉街の中心部約2kmが歩行者天国となり、400店以上
ものさまざまな露天が並びます。二日間にわたるイベント期間中20万人以上の見物客が県内外から訪れます。

■ 京町二日市

200年以上も昔、栗下村にふらりとやってき
て住み着きその法力で村人たちの苦難を救っ
た法然和尚。焼酎好きで知られた法然の命日
に行われる供養祭では、伝統の輪太鼓踊りや
兵児踊りが奉納されます。

■ 金松法然祭

えびの高原へ向かう途中にある
白鳥温泉上湯・下湯・白鳥神社で
開催される秋祭り。地元の特産
品を集めた物産市などのイベン
トも行われ、見ごろを迎えた美し
い紅葉が観光客らを出迎えます。

■ 白鳥観光祭

収穫の秋を彩るえびのの代表
的なイベント。旬の農産品や
市民が手がけた文化作品など、
さまざまな逸品が出展されま
す。また「田の神さあおどり大
会」も同時開催。趣向を凝ら
した踊り手たちが会場を練り
歩き、祭りを盛り上げます。

■ 田の神さあの里
　 産業文化祭と
　 田の神さあおどり大会
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給食センター
飯野地区にある「えびの市学校
給食センター」では市内10の
小・中学校に提供される1947
食が週5日作られています。

毎日どんなメニューか楽しみ。
今日も元気に『いただきまぁ〜す!』

【給食搬入口へ】
12時20分に午前
の授業が終わったら
各クラスの給食当番
は着がえて給食搬入
口へ向かいます。

米を洗う
主役はえびの産ヒノヒカ
リ。宮崎県やえびの市、
JAえびのなどによる地
産地消補助金が役立てら
れています。

育ち盛りの子どもたちに
バランスの取れた
おいしいメニューを。

メニュー作り
おいしくて健康的な献立を考えるの
は2人の栄養士さん。毎日のミーティ
ングでは調理士さんも一緒に今日の
仕事の総括や明日の調理の手順など
についても確認を行います。

材料を切る
厨房では調理師の皆
さんが手作業でにん
じんの皮むき。この
日のおかずにはどん
なカタチで登場する
のでしょう。

★この日の献立★

むぎごはん
えびの産のヒノヒカ
リに5％の麦が入っ
ています。

ぶたにくとさといものみそに
豚肉とにんじん、だいこん、しろねぎ、
ごぼうなどたっぷりの冬野菜を煮込
んで醤油と味噌で味付けします。

せんぎりだいこんいため
切り干し大根にスクランブル
エッグとしらすを加え、甘め
に仕上げたカルシウム満点
の逸品！

いちご
ちびっこも大好きな真っ赤ない
ちごは甘くてジューシー。ビタ
ミンＣを補給して風邪予防。

えびの市では毎月の献立に児童たちからのリクエストメニューを
盛り込んでいます。人気メニューは「あげぱん」「チキン南蛮」など。

炒め
大鍋でさまざまな材料を炒
めていきます。作業の内容に
応じて人の手と機械をうま
く使い分けて調理をします。

【配膳】
一つ一つの食器に給食をつぎ分けて
いきます。1年生の配膳は6年生がお
手伝い。「それは量が少し多いよ」指
示も的確。

分配
味を整えたらでき上がり。
大鍋で作ったおかずをそ
れぞれクラスごとの食缶
につぎ分けていきます。

【給食を運ぶ】
クラスみんなの給食を
担任の先生と一緒に教
室まで運びます。こぼ
さないようにみんな気
を付けて！

【いただきます】
準備ができたら給食当番の合図とと
もにみんなで手を合わせて「いただ
きます」。ご飯食のえびの市ではみ
んなおはしを使っています。

飯野小学校
給食の時間

配送
給食センターから3台の配送車で
市内各所の小・中学校にできたての
給食が運ばれていきます。生徒数
が少ない分校へは保温ボックスで
あつあつキープ。

「もう待てない！」

　　　　　　「早く食べたい
よ〜」

地産地消と食育の普及を目指し
平成13年に宮崎県が設立した
「みやざきの食と農を考える県民会議」では
毎月16日を『ひむか地産地消の日』とし
家庭や学校、生産や流通の現場などで
地産地消を実践することを推進しています。
米どころとして知られるえびの市は
平成14年から週5回の給食を
100%地元産ヒノヒカリを使った
完全米飯給食に切換。
畑から教室まで、えびの市の学校給食には
地産地消の取り組みが生かされています。

安心安全な旬の食材は
すべて自慢の
メイドインえびの。

私はもう40年以上もこのえびので農業を
しよる。えびのの土は半分が黒土で半分
が火山灰土。霧島の影響でしょうかねぇ。
ここの畑は黒土やけど、ある程度有機質
で作ろうと薬も控えめにしてます。大根
の場合は、8月23日ごろ、雨が降って2
〜 3日くらいで畑にまだ水分が残っとる
状態の時に種をまきます。芽が出るとき
れいでねぇ。黒土の上に緑の双葉がびっ
しりで。収穫するのは11月〜12月ごろ
から始めて4月末くらいまで。この品種
は青首っていうけど冬は糖度が増して、
生でも、おろしても、炊いてもうまい！

野菜生産者／木
きはらやすのり

原保則さん（64歳）

親父の跡を継いで米作りを始めたのが
平成元年ごろからです。品種はヒノヒ
カリ、えびのの気候に合った品種です。
田んぼの広さは104アールで30kgを
160袋JAに出しています。生産者と
してはまずはおいしい米、買ってもら
える米を作ることが大事です。米のお
いしさを理解させるには小さいころか
らうまい米を食べさせること。毎日食
べているとその味がわかってくるんで
す。だからえびののお米を給食に使う
のは大いに良いことだと思いますね。

米生産者／園
そのだよしやす

田義保さん（57歳）
【第一回えびの市米食味コンクール優勝】

このハウスではサガホノカという品種を約
8000株栽培しています。苗作りから収穫
まで、とにかくいちごは手がかかります。
7月〜8月までが育苗期間で9月に定植し、
出荷は11月後半から。最盛期は4月から5
月ですね。ここでの受粉はミツバチの仕事。
花粉を出し、蜜を出した花のまわりをハチ
たちがぐるっと回りながら受粉していきま
す。小さく実った粒が赤く色づき始めたら
毎日収穫、毎日出荷です。いちごは手っ取
り早く食べられるのがいい。小さな子ども
さんからお年寄りまで食べてもらえるのも
うれしいですよ。

いちご生産者／谷
たにぐちかつみ

口克美さん（64歳）
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